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     「スマホやゲームとの関わり方」 
 昨年度の親子保健学集会後のアンケートから、子ども達のゲームやインターネットの利用の仕方につい

て、多くの方の意識が高いことが見受けられました。今の時代、スマートフォン、ＳＮＳ、インターネット

検索、インターネット購入･･･などメディア機器を使って生活することは大人も子どもも普通になってきま

した。中洲小学校のほとんどの児童が、なんらかのメディアが家庭にあることがわかりました。そして、家

庭での利用に対する約束（時間・ルール等）も課題とわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   9月２１日（土曜日） 

    1時間目 授業参観 

    ２時間目（９：４５～１０：３５） 親子保健学習会 体育館にて 

          前半 児童保健委員会による発表 

         後半 講演 「よくかんがえてつかおう スマホやインターネット」 

                 子どもとメディア信州代表 松島 恒志 先生 

                    （松本市立菅野中学校校長） 

      保健委員会の児童も毎日、発表の練習を頑張っています！ 

      大勢の保護者の皆さんにご覧いただきたいと思います。 

（8月 29・30日信濃毎日新聞に松島先生が関わった調査の記事が載っています。） 
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「もうゲームやめなさい」という大人の言葉はあっても、

子どもにとっては明確な約束というものがわかってない

のかもしれません。もう一度約束（時間・場所・使い方）

を確認する必要がありそうですね。 


